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新型コロナウイルス感染症に関する電話相談窓口新型コロナウイルス感染症に関する電話相談窓口
帰国者・接触者相談センター その他新型コロナウイルスに関する電話相談窓口

相談対象となる方

相談先　江南保健所　蘂 55-1699

風邪の症状や 37.５℃以上の発熱が４日以上
続いている方
解熱剤を飲み続けなければならない時を含む
高齢者や基礎疾患等のある方は、これらの
症状が２日以上続く場合
強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）
がある方

●

※
※

●

厚生労働省電話相談窓口（コールセンター）
　蘂0120-565653（フリーダイヤル）
　午前９時から午後９時（土・日・祝日可）
愛知県保健医療局健康医療部健康対策課感染症グループ
　蘂052-954-6272
　午前9時から午後5時（土・日・祝日可）
愛知県江南保健所
　蘂56-2157　平日　午前9時から午後5時
大口町健康生きがい課（保健センター）
　蘂94-0051　平日
　午前8時30分から午後5時15分

平日　午前９時から午後５時
夜間および土・日・祝日　オンコール（24時間体制）

感染予防の
ために

できること

関係機関が発信する的確な情報の収集と冷静な対応をお願いします。

高齢者や持病のある
方は公共交通機関や
人込みを避ける石けんやアルコール消毒液などによる手洗い

正しいマスクの着用と咳エチケット

感染症対策の基本は

新型コロナウイルス等

です。「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エチケット」

ご協力を
お願いします。

厚生労働省HP

感染症が疑われる場合には… 各家庭でご注意いただきたい８つのポイント

①部屋を分ける

②感染者のお世話は、できるだけ限られた方で

③マスクの着用

④こまめな手洗い

⑤部屋の換気

感染症が疑われるご本人は、極力部屋から出ない
ようにし、トイレや風呂等共有スペースの利用を
最小限にしましょう。小さなお子さんや高齢者な
ど、部屋を分けられない場合は、２ｍ以上の距離
を保ったり、仕切り等の設置をしましょう。

持病のある方、免疫の低下した方、妊婦の方などが感
染者のお世話をするのは、できる限り避けましょう。

使用したマスクは他の部屋へ持ち出さないように
し、マスクを外した後は、石けんやアルコール消
毒液などによる手洗いをしましょう。

洗っていない手で、目や鼻、口などを触らないよ
うにしましょう。

共有スペースや他の部屋も窓を開けるなど、換気
しましょう。

⑥手で触れる共有部分の消毒

⑦汚れたリネン、衣服の洗濯

⑧ごみ捨ては密閉して

ドアの取っ手やノブ、ベッド柵など、共有部分は、
薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤で拭いた後、水
拭きしましょう。また、トイレや洗面所は、家庭
用洗剤ですすぎ、家庭用消毒剤でこまめに消毒し
ましょう。

汚れた衣服等を取り扱う時は、手袋とマスクをつ
け、家庭用洗剤で洗濯し完全に乾かしましょう。
※糞便からウイルスが検出されることもあります
ので、ご注意ください。

鼻をかんだティッシュ等はすぐにビニール袋に入
れ、室外に出すときは密閉して捨てましょう。そ
の後はすぐに石けんで手を洗いましょう。

感染症が疑われるご本人だけでなく、ご家族や同居さ
れている方も熱を測るなど、健康観察をしましょう。
不要不急の外出を避け、特に咳や発熱などの症状があ
るときには、職場などへも行かないようにしましょう。


